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〔日本家族看護学会国際交流委員会活動報告〕

第2回日中韓看護学会における国際交流とTwitterを利用した情報発信

法橋尚宏1)

しはじめに

日本家族看護学会国際交流委員会は，諸外国（と

くにアジア圏の国）との情報交換と交流促進活動を

行っている．昨年は，北京で開催された第1回日中

韓看護学会において，日本家族看護学会を紹介する

演題を発表し，本学会誌にその活動を報告した！）.

本年も，第2回日中韓看護学会（2 nd Japan China 

Korea Nursing Conference）において演題を発表し，

国際交流と広報活動を行った．また，国際交流のツー

ルとしてTwitter（ツイッター）2）を用いた取り組み

を始動しているので，ここに報告する．

II.第2回日中韓看護学会での演題発表と国際

交流

第2回日中韓看護学会は，日本看護協会が主催，

中華護理学会（中国看護協会のこと）と大韓看護協

会の共催により， 2010年11月20日から22日に聖路加

看護大学で開催された．今回のテーマは「看護職の

役割範囲の拡大とステータスの向上jであった．日

本では専門看護師・認定看護師制度の推進や，看護

基礎教育の4年制大学化，保健師・助産師教育の大

学院化の取り組みが進められているが，韓国ではナー

スプラクティショナーが資格化されており，中国で

は日本の認定看護師に似た「専業看護師jの制度化

が模索されている．このような中， 3カ国の看護職

の役割範囲の拡大についての討論が活発に行われた．

国際交流委員会の演題名は「Thecurrent status 

of f拙 ily health care nursing in Japan and their 

1）日本家族看護学会国際交流委員会委員長

2）日本家族看護学会国際交流委員会委員

本田順子2)

fields of practiceJで（図 1) , Evidence-Based 

Nursingの視点から本学会誌の『家族看護学研究』

誌を分析し，家族看護学研究の現状と課題，家族看

護が求められている実践の場についてポスター演題

を発表した3）.また， 2011年に日本家族看護学会が

主催する第10回国際家族看護学会議（l01hIntemat ional 

Family Nursing Conference）の広報活動，『家族看

護学研究』誌への投稿案内などを行った．学会開催

中には，第10回国際家族看護学会議の葉書，『家族

看護学研究』誌への投稿案内（英文版）を配布し，

広報活動を行った．

図1.国際交流委員会のポスター演題発表の様子

さらに，国際交流委員会委員長は，韓国のKongju

National UniversityのYeonSuk Park博士と一緒に，

オーラル演題発表の座長を担った．初日の夜，約300

名が貸切パスで高級ホテルに移動し，盛大なパンケッ

トが催され，参加者同士が親睦を図った．国際交流
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委員会委員長として，中華護理学会の会長であるLi

Xiuhua博士と中国と日本における家族看護学の現状

について意見交換し，家族看護学に関心がある中国

人研究者・実践者に第10回国際家族看護学会議への

参加，『家族看護学研究』誌への投稿を呼びかけて

いただくよう要請した（図2) . Li Xiuhua博士が日

本に留学中に，国際交流委員会委員長と接点があっ

たこともあり，日本語での会話がはずんだ．中国メ

インランドでは，家族看護学は地域看護学の一部に

しか過ぎないとの情報を得た．

図2.中華護理学会の会長（右）との国際交流の様子

Ill. Twitterを利用した国内外への情報発信と交流

Twitterは，個々のユーザが「ツイートjと呼称

される短文（140文字）を投稿し，インターネット

ユーザがそれを誰でも閲覧できるコミュニケーシヨ

ン・サーピスである．現在，とくにアメリカでは大

学や学会，病院，出版社などがユーザIDを取得し，

情報発信していることが珍しくない．日本でもTwitter

を用いた情報発信や交流が活発化してきている．

家族看護学に関係のあるユーザには，日本家族看護

学会第四国学術集会，国際家族看護学会（International

F狙 ily Nursing Association : IFNA), Janice M. 

Bel i博士があげられる．

国際交流委員会では，学会活動の広報と国際交流

を目的として，ユーザID(@ j arfn_exchange）を取

得した．日本語と英語で情報発信を始動しており，

今後フォローワーを拡大し，国際交流事業に活用し

たいと考えている．学会員諸賢も国際交流委員会を

フォローし，国際交流活動に参加していただきたい

（図3）.なお，国際交流委員会のツイートは， http:

//twitter. com/j arfn_exchangeで閲覧できる．

文献

1）法橋尚宏，河原宣子，小林京子：日本家族看護学会と諸外

国との情報交換と交流促進：第l回日中韓看護学会を中心

とした活動報告，家族看護学研究， 15(3). 55-56, 2010 

2) Twitter ：世の中の「今Jを知る最高の方法です.Retrieved 

November 23, 2010, from http://twitter.com/ 

3) Hohashi, N., Honda, J., Ishigaki, K.：η1e current 

status of fa皿ily health care nursing in Japan and 

their fields of practice, 2nd Japan China Korea Nursing 

Conference BOOK OF ABSTRA口s.162-163, 2010 

bunken-338
16-2_118



む動

家族看護学研究第16巻第 2号 2010年

t:もuitter

J組問さんからの、題〈てヲイムリーなメッセージを受信し
ましょうi

日空イシ（~）

Twitter肱豊富なリアルタイム情報の宝庫です， Twitterには信じられないくらい様々な話

題の情報が飛ぴ交っています。今すぐ参加して制墨rfn...！創出angeさんをフ＂＇ローしよう I
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The Web site for the 18th Annual 
Conference of JARFN is at: 
http://www.familynursing.org/jarf 
n18/ 
5'01 AM NOi 22nd wεb泊、ら

日本家康看護学会第四箇学術集会のWebサイト弘次のURL'です，
h世p:f/www.familynursing.org/jarfn18/ 
..ヨ9AM Nov ≫nd web念、！；

The email of the committee of in恒mationalexchanges is 
exchange@familynu悶ing.o司
4:59A剖 Nov22何dwebから

閤際築満塁是員会のメ日ルアドレスは，
exchange@familynursing.orgです．
4•59 AM Nov 22nd web会れら

Those having di鮪cultymaking an English abstract will be 
assisted by the四 mmi世間。fin匝rnationalexchanges. 
4,59 AM Nov 22nd web傘、ら

英語での潰皇室作成にお閤りのと書は，国隠交流垂員会が支援いたし
ますー
4:59A鱗向。•V22nd wをbから

The Web site for the 10th In抱mationalFamily Nursing 
臼 nferenceis at: h仕p://www.ifnc201l.org/
4:59 AM - 22nd wをb~、ら

The 10th In随rnatio阻 lFamily Nu問ingConfere羽田の•Webサイ
ト弘次のURLです h投p：／仰ww.ifnc2011.org/
4:58A制 Nov22nd web治、ら

Theme：守hecurrent stat出 offamily health坦 renursin苦闘
Japa河andtheir fields of practice• 

図3開国際交流委員会のツイートの画面
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